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2026 年 2 月 9 日 

分野：生命科学・医学系 

キーワード： COVID-19、下水疫学、市中感染、院内感染、検査数、SDGｓ

【研究成果のポイント】 

 下水中のウイルス量と比較することで、検査数が減少すると実際の感染者数が過小に把握され、見逃

された感染が増えている可能性を明らかに。

 臨床検査データだけでは捉えにくい感染拡大や医療関連感染（院内感染）の兆候が、「下水サーベイラ

ンス」によって把握できることから、検査体制が縮小した状況でも地域全体の感染動向を調べる既存

の監視手法を補完する有効な手段となることに期待。 

 本研究は、「検査数の変化が感染状況の見え方を大きく左右する」ことを実証的に示し、今後の感染

症監視体制の設計に重要性を示した。

概要 

大阪大学感染症総合教育研究拠

点の村上道夫教授、北海道大学病院

感染制御部（当時）・ソフィア北円山

クリニックの石黒信久博士、札幌市

下水道河川局事業推進部の石田睦

課長（水質管理担当）、東京大学大学

院工学系研究科附属水環境工学研

究センターの北島正章特任教授（感

染症総合教育研究拠点連携研究員）

らの研究グループは、札幌市の下水

中の新型コロナウイルス RNA 濃度

と、北海道大学病院内で報告された

感染者数や検査数の関係を解析す

ることで、病院内の報告感染者数は

下水中ウイルス RNA 濃度が示す感

染規模よりも大きく下振れしている

ことが分かり、見逃された感染が増

えている可能性を明らかにしまし

た。 

検査数の減少で見えなくなる感染拡大 
―下水サーベイランスが明らかにした“報告されない感染”の実態―
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そして、検査数の変動が感染状況の把握にどのような影響を与えるのかを検討したところ、新型コロナ

ウイルス感染症が 5 類感染症に移行して以降生じていた、下水中のウイルスが示す感染規模と報告感染者

数との間の乖離は、検査数の変化によって説明できることが分かりました。このことは、臨床検査に基づく

統計だけでは、実際の感染拡大を過小評価してしまう可能性があることを示しています。 

本研究は、地域の下水調査を感染拡大の早期発見や感染状況の客観的把握のための手法として使える

可能性を示唆しており、今後の多層的な感染症監視体制の重要性を示しました。 

本研究成果は、2025 年 12 月 24 日（水）に国際誌「Environment International」に掲載されま

した。 

研究の背景 

感染症の流行状況は、これまで主に医療機関で行われる PCR 検査などの検査結果に基づいて把握さ

れてきました。しかし、検査数が減少すると、無症状者や検査を受けない人の感染は統計に反映されにく

くなり、実際の感染状況が見えにくくなるという課題があります。 

下水中のウイルス濃度を測定することで感染状況を把握する「下水サーベイランス」は、公式に報告され

る感染者数を補完する方法として注目されていますが、新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行し

て以来、下水中ウイルス RNA 濃度が示す感染規模と、公式に報告される感染者数との間に乖離が生じて

いました。 

そこで本研究では、札幌市の下水処理場の未処理下水中の新型コロナウイルス RNA 濃度と同市内の北

海道大学病院で報告された感染者数および検査数の関係を解析することで、乖離の要因が検査数によっ

て説明できるかを検討しました。 

研究の内容 

本研究では、下水中の新型コロナウイルス RNA 濃度を継続的に測定し、そのデータを病院内の報告感

染者数や検査数と比較しました。さらに、検査数の変化が感染者数の推定に与える影響を分析しました。 

解析の結果、新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に移行して以降、病院内の報告感染者数は下水中

ウイルス RNA 濃度が示す感染規模よりも大きく下振れし、見逃された感染が増えている可能性が示され

ました。一方、検査数によって感染者数を補正すると、下水中ウイルス RNA 濃度と報告感染者数の相関関

係が改善され、院内感染の新たな発生の有無を予測するうえでも、下水サーベイランスが有用である可能

性が示されました。 

【村上道夫教授のコメント】 

感染者数が減っているように見えるときでも、それが必ずしも感染リスクの低下を意味するとは限りませ

ん。本研究は、検査数が減少すると実際の感染拡大が統計上は見えにくくなることを、下水データという独

立した指標から示しました。下水サーベイランスは、検査体制や受診行動の変化に左右されにくく、社会全

体の感染状況を客観的に把握できる手法です。今後の感染症対策では、検査データだけに頼らない多層的

な監視体制を考えることが重要だと考えています。 
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本研究成果が社会に与える影響（本研究成果の意義） 

本研究は、「感染者数の減少」が必ずしも「感染リスクの低下」を意味しないことを、検査数の観点から明

確に示しています。今後、検査体制が限定的となる状況においても、下水サーベイランスを併用することで、

感染状況をより客観的に把握できる可能性があります。 

これは、感染症流行時の警戒レベルの判断や、医療・介護施設での感染対策、行政による情報発信の根

拠を強化することにつながります。検査数に依存しすぎない多層的な感染監視体制の重要性を示した点

で、本研究は今後の公衆衛生政策に貢献するものと考えられます。 

特記事項 

本研究成果は、2025 年 12 月 24 日（水）に国際誌「Environment International」に掲載されまし

た。 
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